
 

社団法人日本薬剤学会 第 35 回製剤セミナー 
創剤イノベーション―医療を変える科学技術― 

 
会      期 2010 年 7 月 21 日（水）～23 日（金） 
会      場 浜名湖ロイヤルホテル（静岡県浜松市） 
*演題名は仮題です。また、プログラムは予告なく変更されることがあります。 
 

 第 1 日目 7 月 21 日（水） 
 
12:00～  受付開始・開場 
12:50～13:00 開会挨拶 実行委員長 板井 茂（静県大薬） 
 
【特別講演】：講演 45 分＋質疑 10 分=55 分 
＜座長：永井恒司＞ 
13:00～13:55 「医薬品のイノベーションと創剤研究 ―製薬企業の立場から―」 星野哲夫（武田薬品） 
＜座長：並木徳之＞ 
13:55～14:50 「薬剤師業務の潮流と薬剤イノベーション創出のための戦略」 佐々木忠徳（亀田総合病院） 
＜座長：岡田弘晃＞ 
14:50～15:45 「次世代抗体と会合凝集検出」    津本浩平（東大院新領域） 
15:45～16:00 休憩 
 
【Postdoctoral Presentation】：講演 15 分＋質疑 5 分=20 分 
＜座長：尾関哲也，神林泰行＞ 
16:00～16:20 「非晶質フェロジピン固体分散体の結晶化に対するポリマーによる安定化効果」 
         紺野 肇（アステラス製薬） 
16:20～16:40 「架橋型ポリビニルピロリドンを担体とした固体分散体の形成要因の解明及び 
   錠剤への応用に関する研究」    柴田雄亮（キッセイ薬品） 
16:40～17:00 「静電的相互作用を基盤とした生体適合型遺伝子ベクターの開発とその応用」 
         黑﨑友亮（長崎大学病院） 
17:00～17:20 「“魅せる DDS”シクロデキストリン分子ネックレス形成を利用した PEG 化インスリン 
   持続放出システムの構築」     東 大志（大正製薬） 
17:20～17:40 「マンノース修飾脂質ナノ微粒子を用いたマクロファージ選択的薬物ターゲティングに基づく 
   新規抗炎症療法の開発」    Wassana Wijagkanalan（京大院薬） 
17:40～17:50 Postdoctoral Presentation Award 表彰式 
 
17:50～18:00 各種説明・移動 
18:00～20:00 ミキサー（交歓会） 
20:00～21:30 談話会 
 
 
 
 
 

詳細は http://www.apstj.jp/Conferences/Seminar/35th をご参照下さい 



 第 2 日目 7 月 22 日（木） 
 
【招待講演】：講演 30 分＋質疑 15 分=45 分 
＜座長：今井輝子，尾関哲也＞ 
08:30～09:15 「Nanostructured Low Molecular Weight Heparin Derivative as an Angiogenesis Inhibitor」 
        Youngro Byun（Seoul Nat'l Univ.） 
09:15～10:00 「カイコ病態モデルを利用した医薬品開発」  関水和久（東大院薬） 
10:00～10:15 休憩 
＜座長：杉林堅次，三村尚志＞ 
10:15～11:00 「医薬品開発における物性研究の重要性」  芦澤一英（エーザイフードケミカル） 
11:00～11:45 「DDS 製剤のイメージングと脳虚血再灌流障害治療の新戦略」 奥 直人（静県大薬） 
11:45～12:30 「臨床医から見た外用剤の評価；ランダム化比較試験の経験から」 赤居正美（国リハ病院） 
 
12:30～13:30 昼食 
 
【製剤技術 Q&A プレゼンテーション】 
＜司会：宮嵜靖則，矢田修一＞ 
13:30～16:00 製剤技術 Q&A プレゼンテーション 
 
16:00～17:30 製剤技術 Q&A コーナー 
17:30～18:00 休憩 
18:00～19:00 夕食 
 
【フォーラム】：話題提供 20 分+フリーディスカッション 30 分 
＜座長：吉野廣祐，山田裕子＞ 
19:00～19:50 「アジア製剤研究事情―インドの動向―」   長田俊治（広国大薬） 
19:50～20:40 「アジア製剤研究事情―中国の動向―」   盛本修司（モリモト医薬） 
 

 第 3 日目 7 月 23 日（金） 
 
【ケーススタディ】：講演 25 分＋質疑 15 分=40 分 
＜座長：木村 進，花輪剛久＞ 
08:30～9:10 「プレミネント配合錠の開発」     里見 透（万有製薬） 
09:10～9:50 「アムロジピン OD 錠「トーワ」（Generic Drug of the Year）の製剤設計」 
         奥田 豊（東和薬品） 
09:50～10:30 「理想の経口抗菌薬を目指して：ジスロマック®SR の開発」 長島正人（ファイザー） 
10:30～10:45 休憩 
＜座長：沖本和人，神林泰行＞ 
10:45～11:25 「凍結乾燥ケーキを用いた Otsuka Dry Powder Inhalation System の開発」 
         山下親正（大塚製薬） 
11:25～12:05 「尋常性乾癬の治療を目的とした乳剤性ローションの製剤開発」 堀沢栄次郎（マルホ） 
 
12:05～12:10 閉会挨拶 副実行委員長 谷野忠嗣（塩野義製薬） 
12:10～13:30 昼食並びに自由解散 

詳細は http://www.apstj.jp/Conferences/Seminar/35th をご参照下さい 


